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研究成果の概要（和文）：高齢者におけるボランティア活動のネガティブな側面が心身の健康や活動意欲の低下
や活動中止に至る機序を明らかにするためのボランティア活動ネガティブチェックリスト(以降、ネガティブCL)
の作成を試みた。
2021年度にはネガティブCLのアイテムプール(個人要因6領域、集団要因4領域、42項目)を作成するとともに、ボ
ランティア活動に対して負担感を抱えやすい高齢者の特性を明らかにした。2022年度には同アイテムプールを調
査票に含むアンケート調査を実施してネガティブCLとしての信頼性および妥当性の検証を試みた。2023年度は、
2022年度のデータ分析、成果発表および追加調査を行った。

研究成果の概要（英文）：We attempted to create a volunteer activity negative checklist (hereinafter 
referred to as "negative CL") to clarify the mechanisms by which negative aspects of volunteer 
activities lead to a decline in physical and mental health and motivation to engage in volunteer 
activities, as well as to the discontinuation of volunteer activities.
In FY2021, we created an item pool of negative CL (42 items in 6 areas of individual factors and 4 
areas of group factors) and clarified the characteristics of older adults who tend to feel burdened 
by volunteer activities. In FY2022, we attempted to verify the reliability and validity of the 
Negative CL by conducting a questionnaire survey including the same item pool in the questionnaire. 
In FY2023, we analyzed the FY2022 data, presented our findings, and conducted additional research.

研究分野：老年医学

キーワード： ボランティア 　社会参加　ネガティブな側面　心理的負担感

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、高齢者におけるボランティア活動に伴う主観的でネガティブな情緒的反応を活動負担感として捉え、
その内容を明らかにするとともに、関連する要因について解明することを目的として実施した。さらに、得られ
た結果から高齢者が持続可能な社会貢献に取り組むにあたって留意すべきことについても検討を行った。
本研究はボランティア活動に伴うポジティブな側面だけではなく、見過ごされがちなネガティブな側面に着目し
た数少ない研究であり、ボランティア活動に伴う負担感の整理と、その関連要因を明らかにした点で学術的・社
会的意義のある研究であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景  

 高齢者は地域活動の一形態であるボランティア活動の重要な担い手である。令和 4 年度に内閣府が

発表した「市民の社会貢献に関する実態調査」によれば、60歳以上の高齢者で過去 1年間にボランテ

ィア活動をしたことがある者の割合は、約 2割程度であることが報告されている。高齢者によるボランティ

ア活動が自身の心身の健康にもたらす効果について検討した研究は枚挙に暇がない。他方、当事者

により語られるボランティア活動への取り組みの中で生じる心理的負担やストレスといったネガティブな

側面に着眼した研究は、文献レビューを行った限り、「気が乗らない状態でボランティア活動へ参加して

も健康維持には寄与しない」(Nonaka，2019)といった報告が散見される程度に留まっている。これまで

見過ごされてきたボランティア活動に伴うネガティブ要因を除去・低減することが出来れば、高齢者にと

って望ましい互助・共助のあり方を保健福祉施策に反映できる可能性があると考えた。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、高齢者におけるボランティア活動に伴う主観的でネガティブな情緒的反応を活動負担

感として捉え、その内容を明らかにするとともに、関連する要因について解明することを目的として実施

した。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するため、以下の 2つの取り組みを行った。第１に、積極的にボランティア活動を行っ

ている高齢者に対するアンケート調査・インタビュー調査を通じて、ボランティア活動のネガティブ要因・

事例の収集を行った。第 2 に、収集した要因・事例についての専門家による検討をもとに、ボランティア

活動ネガティブチェックリスト（以下、ネガティブ CL）の作成を行い、ボランティア活動に参加する高齢者

を対象にネガティブ CL を含む量的調査を実施して、高齢者のボランティア活動のネガティブな側面を

客観的に把握する評価尺度としての信頼性および妥当性を検証した。なお、本研究は研究代表者が

所属する機関が設ける倫理委員会の承認を得て実施した。 
 
４．研究成果 
Ⅰ. 高齢者におけるボランティア活動のネガティブ要因・事例の収集 

(1) 調査の概要 

 2021年 10月～2022年 1月に、高齢者ボランティアによる絵本読み聞かせを通した世代間

交流活動「REPRINTS®」プロジェクトに参加する 453 名の男女を対象に自記式質問紙調査を

郵送法により実施し（回収率 89.2％）、そのうち欠損のない 349名（女性 320 名、男性 29名。

平均年齢 73.7歳）のデータを解析した。なお「REPRINTS®」プロジェクトは高齢者の読み聞

かせボランティア活動であり、①心身機能への健康効果が実証されている点や②高齢者ボラン

ティア相互のサポート・ネットワークと団体活動による長期継続的活動が保証されている点、③

WHO（世界保健機関）が発行する白書において日本における高齢者ボランティアの好事例とし

て紹介されている点などから、調査対象として適正であると判断した。 

 

(2) アンケート調査の量的解析 

ボランティア活動に対する負担感について「負担に感じる」「やや負担に感じる」と回答した

者を負担感あり、「どちらでもない」「あまり負担に感じない」「負担には感じない」を負担感な

しと分類した。負担感ありと回答した者は計 91名（26.1%）であった。 



そこで、ボランティア活動負担感の関連要因を検討するため、負担感の有無を従属変数、活動

参加動機（①自己成長「自らの成長につながると思ったから」、③社会貢献「社会の役に立ちた

いと思ったから」、③生きがい獲得「生きがいを得たいと思ったから」、④周囲の勧め「まわりの

人に勧められたから」、⑤余暇時間の充実「余暇時間を有意義に過ごしたいと思ったから」、⑥自

分の能力・経験の発揮「自分の技術や能力・経験を活動に活かしたいと思ったから」、⑦友人獲

得「活動を通じて友人や仲間を増やしたいと思ったから」について、それぞれ該当するか否かを

尋ねた）、精神的健康（WHO-5）、現病歴、暮らし向きを独立変数とするロジスティック回帰分

析を行った。その結果、負担感ありと有意な正の関連を示したのは、活動参加動機における「周

囲の勧め」［OR：2.72（95%CI： 1.15-6.39）］、精神的健康が低いこと［OR：2.82（95%CI：1.46-

5.43）］であった。また、活動参加動機「余暇時間の充実」は、負担感ありと有意な負の関連を

示した［OR：0.52（95%CI：0.29-0.93）］（表 1）。 

表 1．ロジスティック回帰分析の結果 

  調整済 OR (95% 信頼区間) 
活動参加動機     
自己成長 なし 1.00 (Ref.)  

 あり 1.60 (0.83-3.12)  
     
社会貢献 なし 1.00 (Ref.)  

 あり 0.81 (0.44-1.52)  
     
生きがい獲得 なし 1.00 (Ref.)  

 あり 0.76 (0.40-1.43)  
     
周囲の勧め なし 1.00 (Ref.)  

 あり 2.72 (1.15-6.39) * 
     
余暇時間の充実 なし 1.00 (Ref.)  

 あり 0.52 (0.29-0.93) * 
     
自分の能力・経験の発揮 なし 1.00 (Ref.)  

 あり 0.52 (0.27-1.03)  
     
友人獲得 なし 1.00 (Ref.)  

 あり 0.61 (0.33-1.11)  
     
精神的健康度 高群 1.00 (Ref.)  

 低群 2.82 (1.46-5.43) ** 

                               *:p<0.05 **:p<0.01 

 

(3) アンケート調査の質的解析 

 研究計画ではボランティア活動の負担感についての質的分析は、当事者へのインタビュー内

容の分析により行うこととしていたが、新型コロナウイルスの流行によりインタビュー調査を

中止せざるを得ない状況となったため、上述のアンケート調査内にボランティア活動への負担

感に関する自由記述欄を設けることでこれを代替した。 

 自由記述欄に回答した者は 158 名（うちボランティア活動負担感あり 82 名、負担感なし 76

名）で、解析対象者の 45.3％に相当した。カテゴリ分析の結果、活動負担感について 25個のコ

ード、10個の小カテゴリ、2個の大カテゴリ「個人的要因」および「集団的要因」が生成された

（表 2、3）。 

 

 

 



表２．個人的要因（大カテゴリ） 

小カテゴリ コード 

① 身体的負担 
体力低下、身体機能低下による移動問題、体調不良 

身体的疲労 

② 心理的負担 対象者との関わりによる葛藤、緊張や不安、精神的疲労 

③ 意欲・興味の低下 興味の低下、意欲の低下 

④ 自己効力感の低下 自己効力感の低下 

⑤ 期待と結果の不一致 一生懸命取り組んでも報われない、活動内容が期待していたものと違う 

⑥ 私生活との両立困難 
活動にかかる出費が負担、家事や仕事との両立が難しい、事前準備・

勉強が過大 

 

表３．集団的要因（大カテゴリ） 

小カテゴリ コード 

⑦ 活動コントロール欠如 自分のペースで活動ができない、新しいことにチャレンジできない 

⑧ 集団内の人間関係 
調整負担 

価値観の違う他人と協力する難しさ、自分を否定される体験、新旧メン

バー間の交流が難しい 

⑨ 集団役割負担 
メールや電話での連絡が多すぎる、役員などの仕事の負担・不公平

感、グループ内で責任のある仕事を任される 

⑩ 集団から受ける 
心理的圧力 

仲間に迷惑がかかるので、活動を休みづらい、グループでの役割をうま

く果たせず心苦しい 

 
 
(4) 考察・結論 

 絵本読み聞かせボランティアの活動をしている者の 26.1％が、活動に負担を感じていることが明らか

になった。さらに、総合的な判断として負担感ありを選択していないが、負担に感じたエピソードがある

者は 45.3％であり、約半数がボランティア活動のネガティブな側面を経験していた。因果関係は不明で

あるが、精神的健康度の低さと活動負担感が関連しており、集団的要因にも精神的負担に関するコー

ドがみられることから、集団での活動に対して精神的負担を感じ、それが活動に対する負担感として認

識されている可能性が考えられる。また、身体的負担については個人的要因を構成するコードとして多

くみられることから、身体的負担もまた、活動に対する負担感として認識されているものと推察される。 

 

Ⅱボランティア活動ネガティブチェックリストの作成および信頼性・妥当性の検討 

(1) 調査の概要 

 2023年 1月～2023年 4月に、絵本の読み聞かせボランティアグループに所属する高齢者を対象に

アンケート調査を依頼した。本研究の分析項目に欠損のない 435名（男性 31名、平均 74.24歳）を分

析対象とした。前述のボランティア活動で負担を感じる場面の質的分類をもとに専門家による検討を経

て作成した身体的・心理的負担や不満等を示す42項目に対して、4件法（1.そう思わない～4.そう思う）

で回答を求めた。得られた回答について、ポリコリック相関を用いたカテゴリカル因子分析（プロマックス

回転）を行った。分析対象者のボランティア活動への負担度（1.負担に感じる～5.負担には感じない）を

もとに、「負担あり（n=106）」、「どちらでもない(n=72)」、「負担なし（n=257）」の 3 群に分け、因子分析



によって見出された各因子内項目の得点の高さについて、クラスカルウォリス検定およびマンホイットニ

ーの U検定を用いてグループ間の比較を行った。 

(2) 結果 

 因子分析の結果、「体力的負担（5 項目）」、「集団活動における人間関係の苦労（7 項目）」、「活動に

対する不安や緊張感（3項目）」、「活動に対する意欲・自信の喪失（6項目）」、「私生活との両立困難（5

項目）」、「集団活動に伴う心理的圧力（4項目）」の 6因子が見出された（表 4）。信頼性の指標の１つで

ある ω係数はどの因子も 0.8以上であった。各因子得点について、ボランティア活動への負担度の群ご

との比較を行った結果、全ての因子について、群間の効果が認められ（p<.001）、「どちらでもない」群、

「負担あり」群は、「負担なし」群と比べて有意に得点が高かった。 

 

表 4 ボランティア活動ネガティブチェックリスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 考察・結論  

 ボランティア活動におけるネガティブな側面について、ボランティア活動に対する個人の態度や活動

者自身の体力、私生活との両立などの個人的要因に関わる側面および、集団活動ゆえに生じる人間関

係や責任感などを反映する集団的要因に関わる側面に関する複数の因子が抽出された。各因子の内

的整合性が比較的高いことや、主観的に負担を感じている群はそうでない群よりもすべての因子で得

点が有意に高かったことから、本尺度は、ボランティア活動に伴う広範な負担感を測定可能するに十分

な信頼性・妥当性を持った尺度であると考えられる。 
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